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得意とする
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修理・リフォーム
時計彫りなど

 

　ブルガリより「ラ・ドルチェ・ヴィータ」
（甘い生活）の歓喜と活気を彷彿とさ
せる4モデルの鮮やかなカクテルウォッ
チが誕生した。眩いばかりのジェムス
トーンを大胆かつ芸術的に組み合わ
せたウォッチで、ブルガリがカラージェ
ムストーンの巨匠であることを余すこと
なく伝えている。一目で分かるアイコ
ニックな特徴としてブルガリのあらゆる
クリエイションに反映。今回の新作でも
華やかな色彩が用いられ、女性が毎日
身に着けたくなるデザインの中にも、プ
レシャスなジェムストーンの内面の美し
さが浮き彫りになっている。
　ブルガリのクラシックな2モデルのデ
ザインをエキサイティングかつ現代的
にアップデートしたのが、「ディーヴァ  
ドリームディヴィッシマ」と「アレグラ」
の最新のカクテルウォッチ。
　ブルガリは「カラートレジャー」
（1950年以降、カラーストーンに革命
を起こしたブルガリが先駆者的な役割
を担い、人生や色彩に対するイタリア
ならではの情熱によってデザインされ
た独創的で生命力に溢れた美しいクリ
エイション）をテーマとして常に独創的
なクリエイティビティを発揮してきた。
1950年代より彩鮮やかな色を用い、
光り輝くカボションジェムストーンと、
滑らかで大きくリッチで鮮やかな色彩
のストーンが目立つようにセッティング

を施すなど、常識を覆してきた。極めて
イタリア的な強いプレシャスジュエリー
やウォッチは、ブルガリの象徴である
「ラ・ドルチェ・ヴィータ」（甘い生活）の
精神を見事にとらえている。
　ローマの黄金期にインスパイアされ
た新しいウォッチは、フェミニンで蠱惑
的、移り気かつ陽気で、身に着けている
人が情熱を持ってその時を生きるよう
誘う。
　新しいタイムピースにはデザインと職
人技に対するブルガリの妥協なき姿勢
が示されている。官能的な姿、カッティ
ングを施した魅力あふれる色鮮やかな
ジェムストーン、スノーセットダイヤモン
ドや手作業による柔軟なゴールドの
セッティングなどの高いジュエリー技
術、これらが完全に調和して、タイム
ピースにダイナミズムや躍動感溢れる
センスをもたらしている。
　「ディーヴァドリームディヴィッシ
マ」は、新たに2モデルを発売する。人
気の「ディーヴァドリーム」よりも小ぶ
りで、全面にダイヤモンドまたはダイヤ
モンドとエメラルドを配したタイムピー
スは、小さくて身に着けやすいハイジュ
エリーウォッチの新たな分野を切り開
く。贅沢かつエレガントで洗練されたホ
ワイトゴールド製の「ディーヴァドリー
ム」コレクションのシグネチャーである
ダイアルを囲む独特の扇形のモチーフ

に軽快さと動きを与えている。
　ダイヤモンドの波間にセッティングさ
れた8個のブリリアントカットエメラルド
が鮮やかな緑色を放ち、虹色のマザー
オブパールのダイアルを引き立てる。繊
細なマウントからはジェムセッティング
の卓越した技術が一目でわかり、プレ
シャスストーンの内面の輝きとともに力
強い魅力を生み出している。全面ダイヤ
モンドのモデルでは、波状にセットした
ダイヤモンドがスノーセットダイヤモン
ドをあしらったダイアルを取り囲む。
ローマンエレガンスの象徴であるブ
ラックのアリゲーターストラップに加
え、扇形のモチーフには8つのブリリア
ントカットダイヤモンドが添えられてい
る。
　新しいデザインの「アレグラ」は、「ラ・
ドルチェ・ヴィータ」（甘い生活）におけ
る「ジョワドゥヴィーヴル」（生きる喜
び）をとらえており、ジュエリーウォッチ
に対するブルガリの斬新なアプローチ

を眩いばかりに表現している。カットや
シェイプがさまざまに異なる陽気な
ジェムストーンたち、シトリン、アメジス
ト、ペリドット、ブルートパーズ、ロードラ
イトがマザーオブパールダイアルを囲
むようにセットされ、息を飲むほどの輝
きを放っている。80個を超えるダイヤモ
ンドの煌めきとは対照的に、魅惑的な
ファセットカットやカボションカットの
ジェムストーンがほのかに輝く後光を
放ち、巧みなメタルセッティング技術に
よって光が優しく動く。ホワイトゴールド

製とピンクゴールド製があり、いずれも
アリゲーターストラップを添え、あらゆ
るシーンで使用できるカクテルウォッチ
に仕上がっている。
　さまざまなオケージョンに適した華
やかでプレシャスなタイムピース
「ディーヴァドリームディヴィッシマ」と
「アレグラ」の新しいカクテルウォッチ
は、独自のデザインと魅力溢れる真の
宝飾品となる。

　今年、新規47本を含
め301本のリアル展示会
の開催を予定するリード
エグジビションジャパン
㈱は、6月16日～18日の
3日間「第1回 J a p a -
n IT Week オンライン」
を開催することを発表。
リアル展示会に加え、オ
ンライン展示会を開催す
ることにより、さらに出展
企業のビジネス拡大に
貢献することを目指す。

　昨年来、コロナ禍の影響で、日本の
みならず世界中でオンライン展示会が
開催されてきたが、その評判は賛否両
論。特に課題になっているのは「商談・
受注につながらない」ということだっ
た。このような中、リードには「売上・受
注につながるオンライン展示会を創っ
てほしい」「商談展を創り上げてきた
リードのノウハウを生かし、成果が出る
オンライン展示会を開催してほしい」と
いう要望が数多く寄せられた。これを
受け、リードでは「本当に出展社のビジ
ネスにつながるオンライン展示会を創

るにはどうしたらいいか」について議論
を重ね、この度、本格的なオンライン商
談展を開催する。
　各産業の要望を受け、「Japan IT 
Week」のほかに、「総務・人事・経理
Week」、「メディカルジャパン」、「ネプコ
ンジャパン」、「ロボット開発・活用展」、
「スマート工場EXPO」、「オートモー
ティブワールド」の6本、計7本がオンラ
イン展示会として開催される。いずれ
の展示会もリアルでは日本最大・世界
有数の展示会として高い評価を受けて
いるという。

　セイコーエプソン㈱は、事
業活動で使用する電力を
100％再生可能エネルギー由
来の電力にすることを目指す国際イニ
シアチブ「RE100」に4月15日付で加
盟した。同社は2023年までに、全世界
のエプソングループ拠点において使用
する電力を100%再生可能エネルギー
に切り替えることを今年の3月に発表し
ていた。

　環境・エネルギーを中心とした社会
課題に対する関心がグローバルで高ま
る中、同社は環境経営における長期指
針「環境ビジョン2050」を策定し、その
実現に向け事業活動を展開中。パリ協
定が定めた脱炭素の目標達成に向け
た、同社の2025年のSBT達成シナリオ

の中でも、再生可能エネルギー
の活用を重要なテーマとして位
置づけ、エプソンとしての中長期

での利用拡大を計画、実施してきた。
　今回の加盟により、RE100の加盟企
業数が300社に到達。これらの環境の
先進企業と共に、SDGsの目標7「エネ
ルギーをみんなに そしてクリーンに」お
よび目標13「気候変動に具体的な対
策を」の達成に寄与していく。

　煮込み料理や試験勉強、
あるいは在宅勤務の時間管
理など、様々な用途におす
すめの10時間まで計測する
ことができる生活防水仕様
のタイマーを5月14日よりセ
イコータイムクリエーション
㈱（東京都江東区、萩原健

二社長）が販売開始する。 
　計測はカウントダウン、カウントアッ
プ（ストップウオッチ）の選択が可能。タ

イムアップは一般的な電子音（大・小・
切）のほかに、ライトの点滅またはその
両方で知らせる。図書室などでの勉強
でも利用できる。
　マグネットとスタンド付きの生活防
水仕様（IPX4）。料理や入浴、子どもの
歯磨きなど、水回りでも使いやすくなっ
ている。また、ストラップ取り付け穴が
上下2箇所にあり、首から下げて使うこ
ともできる（ストラップは付属しない）。
価格3000円（税込）。

眩いばかりの新作カクテルウォッチ
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SDGsの目標7と13の達成に寄与
セイコーエプソンが「RE100」に加盟

リ
ー
ド
が

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
に
本
格
参
入

在
宅
勤
務
の
時
間
管
理
や
煮
込
み
料
理
な
ど

10
時
間
計
測
可
能
な
タ
イ
マ
ー
ク
ロ
ッ
ク

6
月
に
計
7
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
実
現

ブルガリ

ディ
ー
ヴ
ァ 

ド
リ
ー
ム 

ディ
ヴ
ィ
ッ
シ
マ 

エ
メ
ラ
ル
ド
、

予
価
7
5
7
万
2
4
0
0
円（
税
込
）

ア
レ
グ
ラ
ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
、

価
格
3
6
4
万
1
0
0
0
円（
税
込
）

6月10日は
時の記念日

　日本の規制改革の一環として行われ
ている「書類への認印の押印廃止」に伴
い、２０２０年末に特許関係の法令も改
正されることとなった。

　日本では、個人及び法人がそれぞれ
行政庁に印鑑を登録する制度があり、
その登録した印鑑を「実印」といい（登
録証明書が発行される）、それ以外の
印鑑を「認印」というが、これまでの特
許行政においては基本的には「認印」
の押印で事足りていた。

　ところが、今般の「書類への認印の押
印廃止」に伴い、特許庁では手続による
結果の重大性により「実印の押印+印
鑑登録証明書」を要する手続きと、「印
鑑の押印不要」の手続きとに分けられ
た。それにより、多くの手続きにおいては
「認印の押印廃止」されたが、これまで
不要であった「実印の押印+印鑑登録
証明書」を要する手続きが新たに規定
された（権利移転等）。

　現在のところ、印鑑証明書の提出は
最初の１回のみで良い。なお、日本国に
おいて印鑑登録できない外国人と外国
法人については、従前同様に署名による
手続きが可能である。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の59

特許庁関係手続における
押印の見直しについて

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

　セイコーから月々新製品のリーフ
レットが送られてくるが、最近は仕入れ
たい商品がなかなか見つからない。自
分の店の客層が求めているものとマッ
チしない。メカニカルなもの、ダイバー
系のもの、相変わらずのルキアの新製
品、１０万円以上の高級時計などがセ
イコーが主に提供しているものだが、こ
ちら側が求めているものは高齢者向き
のベーシックで価格も５万円までの中

低価格品であ
る。それらは従
来品としてはあ
るのだが、選択
肢も多くなく売
り場にいつも
同じものが並
んでいる状態
なので活性化
しない。困った
ことなのだが、
この困惑は地
域に根差した

セイコーへの
違和感 

小売の十字路小売の十字路 178

時計小売店が共通に感じている思い
であろう。
　セイコーから見れば国内市場全体
を俯瞰し今後の成長分野と停滞分野
を切り分けて将来へ向けて投資をして
いくのは当然ことであろうが、それでは
われら地域密着零細時計店はセイ
コーが進む方向に自店の品ぞろえを
変えていくことが肝要かというとそれは
違うと思う。売り場に立てば確かに高
齢者が手ごろの価格帯で見やすい普
段使いの時計を求めているのは歴然
たる事実である。加えて言えば高齢者
ほどセイコーへの信頼愛着が強いの
である。（歴代のセイコーの社員の汗と
努力の賜物である。ありがたい話だ。）
　この食い違いの背景には何がある
のだろうか。時事通信の最近の記事が
参考になる。それによると「腕時計メー
カーが、高級品に注力する姿勢を鮮明
にしている。腕時計型で多機能のス
マートウォッチが数千円から手に入る
ため、腕時計市場は普及価格帯を中
心に打撃を受けている。シチズン時計
とセイコーウォッチは、安定需要が見
込める機械式時計など高価格帯商品
を拡充し、差別化を図る考えだ」。セイ
コー広報の直のコメントではないにし
ても、たぶん事実に近いのだろう。なる
ほど「腕時計メーカーはこういう流れ
の中にいるのだ」という判断のもとに方
針を決めていることは理解はできた。ス
マートウォッチの普及力に脅威を感じ

ているところから見るとこの判断は若
い世代の需要を基本に考えているの
だろうが、全世代を見てみれば普及価
格帯のアナログ時計のシェアを席捲す
るほどの勢いがスマートウォッチにある
だろうか、という疑問は残る。
　今一つは高額品とりわけ機械式時
計に重点を置く時、抜け落ちてしまう
時計マーケットをどう考えているのだ
ろうかという疑問である。薄くて軽い、
安定した時間精度、容易な操作性、手
頃な価格帯、というごく普通の人が使
うどちらかといえば高齢者市場であ
る。それは決して侮れない大きなマー
ケットだと思う。定年は撤廃されつつあ
り高齢労働者は日々生まれているのだ
から。
　大衆とともに歩んできたセイコーが、
ワンランク上の世界へ重点を移す時、
その得るものと失うものとどちらが大き
いのか興味深いテーマではある。
　感傷で言うわけではないが、お客さ
んが電池交換に持ち込んでくる「ラz
ザール」「ニナリッチ」「ジュンアシダ」の
商品を見ながら、薄く軽く洗練された
デザインの時計生命力を今尚感じると
ともにその流れを引き継いだ商品がし
ばらく市場に出てこないことを残念に
思う。

　　　　 　　　　　　　　　貧骨  
　　    cosmoloop.22k@nifty.com
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